
神奈川地方協力本部創立６０周年を迎える年に

立会人から紹介を受ける本部長

未知との遭遇 潜水艦研修支援

熱心に説明を受ける参加者

神奈川地本広報センター入場者１万人達成！

第３０代本部長松田辰雄１等海佐着任

隊員の前で訓示を述べる本部長

本部長（右から 2番目）とはまにゃんと
一緒に記念撮影をする安藤さん（中央）

公
正
に
行
わ
れ
る
相
応
の
努
力
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の

方
面
総
監
部
人
事
部
長
：
１
等
陸
佐　

楠
見　

晋
一
）

松
田
１
佐
の
前
職
は
、
広
島
県
呉
市
所
在
の
第
３
潜

勤
務
信
条
は
「
過
去
と
他
人
は
変
え
ら
れ
な
い
」。
自

担
い
、
特
に
悩
み
や
問
題
に
関
し
て
、
他
人
や
環
境
の

う
意
味
で
あ
る
。

な
い
事
も
多
々
あ
る
が
、
そ
の
時
に
、
相
手
や
現
実
を

生
の
一
葉
で
あ
る
事
を
良
く
認
識
し
、
悔
い
の
な
い
よ

神
奈
川
地
方
協
力
本
部
は
、「
今
年
度
、
創
立
６
０
周

更
な
る
飛
躍
を
遂
げ
た
い
」
と
し
て
い
る
。

（
１
等
海
佐　

松
田　

辰
雄
）
の
着
任
行
事
を
と
り
お
こ

訓
示
し
た
。

る
に
当
た
っ
て
、
相
手
を
変
え
よ
う
と
せ
ず
、
む
し
ろ
、

ち
を
も
っ
て
精
進
し
て
も
ら
い
た
い
。

神
奈
川
地
方
協
力
本
部
は
、
８
月
４
日
（
火
）、
横
浜

指
導
方
針
は
「
結
果
を
出
せ
」。
結
果
を
出
す
為
に
は

水
隊
司
令
で
あ
り
、
着
任
行
事
で
は
、
立
会
人
（
東
部

な
っ
た
。

先
に
あ
る
「
結
果
」
を
追
求
し
て
も
ら
い
た
い
。

分
の
感
情
、
思
考
、
行
動
に
つ
い
て
、
自
分
で
責
任
を

自
分
の
感
情
、
思
考
、
行
動
を
変
え
る
道
を
選
ぶ
と
い

日
々
の
勤
務
や
暮
ら
し
の
中
で
、
思
う
よ
う
に
な
ら

最
後
に
、
皆
さ
ん
の
こ
の
一
瞬
一
瞬
が
限
ら
れ
た
人

う
、
楽
し
く
、
共
に
仕
事
を
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

年
と
い
う
節
目
を
迎
え
る
。
新
た
な
本
部
長
を
核
心
に
、

市
中
区
に
所
在
す
る
本
部
庁
舎
に
お
い
て
、
新
本
部
長

か
ら
の
紹
介
を
受
け
、
着
任
に
際
し
て
、
次
の
と
お
り

せ
い
に
し
な
い
。
ま
た
、
人
間
関
係
の
問
題
を
解
決
す

恨
む
こ
と
な
く
、
自
ら
を
変
え
て
行
こ
う
と
い
う
気
持

で
挨
拶
さ
れ
、
緊
張
し
て
い
た
雰
囲
気
も
一
気
に
和
ら
い
だ
。

水
艦
を
目
前
に
気
持
ち
は
昂
ぶ
っ
て
い
た
様
子
で
あ
っ
た
。

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
移
動
し
た
参
加
者
は
、
米
海
軍
横
須
賀

る
間
、
生
徒
か
ら
の
眼
差
し
は
真
剣
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。

人
一
人
が
ゆ
っ
く
り
と
降
り
て
い
き
、
発
令
所
や
居
住
区
、

ん
は
大
変
そ
う
」「
窓
が
な
い
の
で
び
っ
く
り
し
た
」
等
の
意

溝
の
口
募
集
案
内
所
は
、「
駐
屯
地
等
が
川
崎
市
内
に
所
在

校
生
及
び
職
員
の
計
９
名
が
参
加
し
た
海
上
自
衛
隊
横
須
賀

響
い
た
。
潜
水
隊
群
司
令
部
の
会
議
室
で
始
め
に
制
服
姿
の

目
を
丸
く
し
て
驚
い
て
い
る
様
子
で
あ
っ
た
。
参
加
者
は

自
衛
隊
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
を
呼
び
掛
け
て
、
自
衛
隊
の
魅
力

神
奈
川
地
方
協
力
本
部
溝
の
口
募
集
案
内
所
（
所
長 

倉
橋

幹
部
自
衛
官
か
ら
「
よ
う
こ
そ
潜
水
艦
へ
」
と
明
る
い
笑
顔

基
地
内
の
ゲ
ー
ト
を
通
過
し
、
日
本
で
は
な
い
雰
囲
気
と
潜

基
地
第
２
潜
水
隊
群
の
部
隊
研
修
を
支
援
し
た
。

ま
た
、
潜
水
艦
の
概
要
、
任
務
等
の
熱
い
説
明
を
受
け
て
い

そ
の
後
、
潜
水
艦
の
入
口
の
長
い
梯
子
を
注
意
し
な
が
ら
一

「
初
め
て
の
体
験
で
緊
張
し
た
」「
狭
い
空
間
で
隊
員
の
皆
さ

見
が
聞
か
れ
た
。

を
更
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
」
と
し
て
い
る
。

准
陸
尉
）
は
、
８
月
２
１
日
（
金
）、
川
崎
愛
児
園
の
中
・
高

潜
水
艦
が
姿
を
現
す
と
、
目
を
輝
か
せ
歓
喜
の
声
が
車
中
に

魚
雷
室
、
機
関
室
な
ど
を
研
修
、
艦
内
の
未
知
と
の
遭
遇
に

し
な
い
の
で
、
多
く
の
募
集
対
象
者
や
地
元
住
民
の
皆
様
に

募
集
関
連
情
報
や
新
入
隊
員
の
声
、
陸
海
空
自
衛
隊
・
防
大

メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
「
国
民
・
県
民
と
と
も
に
あ
る
自
衛
隊
」

同
広
報
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
２
０
年
３
月
１
日
、
現
在
の

各
種
イ
ベ
ン
ト
案
内
等
を
展
示
・
紹
介
し
て
き
た
。

を
奏
し
、
順
調
に
入
場
者
数
を
増
や
し
て
き
た
と
こ
ろ
、
安

に
は
た
び
た
び
訪
れ
て
い
ま
し
た
が
、
一
万
人
目
に
な
る
な

ッ
ト
等
を
知
人
な
ど
周
り
の
人
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。
い
つ

実
に
よ
り
、
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
は
ま
に
ゃ
ん
」
と

な
る
理
解
を
図
っ
て
い
く
」
と
し
て
い
る
。

場
者
数
が
、
オ
ー
プ
ン
以
来
１
万
人
に
達
し
、
記
念
イ
ベ
ン

広
く
国
民
・
県
民
の
皆
様
に
防
衛
省
・
自
衛
隊
へ
の
理
解
促

手
の
中
、
広
報
班
長
か
ら
記
念
品
を
贈
呈
し
た
。

神
奈
川
地
方
協
力
本
部
は
、「
今
後
と
も
、
県
民
と
と
も
に

神
奈
川
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長　

松
田　

辰
雄 

１
等
海

進
の
た
め
、
陸
海
空
自
衛
隊
の
活
動
パ
ネ
ル
を
主
体
と
し
て
、

庁
舎
へ
の
移
転
と
と
も
に
、
同
庁
舎
１
階
に
開
館
し
た
。

ト
を
行
っ
た
。

・
高
等
工
科
学
校
の
制
服
や
階
級
章
、
そ
れ
に
各
種
模
型
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
る
同
広
報
セ
ン
タ
ー
の
Ｐ
Ｒ
が
功

安
藤
さ
ん
は
、
少
々
戸
惑
い
な
が
ら
も
、「
広
報
セ
ン
タ
ー

ん
て
驚
い
て
い
ま
す
」「
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
あ
る
パ
ン
フ
レ

あ
る
地
方
協
力
本
部
と
し
て
、
広
報
セ
ン
タ
ー
の
更
な
る
充

と
も
に
、
募
集
対
象
者
の
獲
得
と
防
衛
省
・
自
衛
隊
へ
の
更

佐
）
は
、
８
月
３
１
日
（
月
）、
同
地
本
の
広
報
セ
ン
タ
ー
入

と
し
、「
守
り
の
情
報
発
信
基
地
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、

藤
さ
ん
が
一
万
人
目
の
入
場
者
と
な
り
、
部
員
の
盛
大
な
拍

も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
」
と
語
っ
た
。


